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は
じ
め
に
こ
の
「
夕
べ
」
を

よ
び
か
け
た
浜
矩
子
（
同
志
社

大
学
大
学
院
教
授
）
、
五
十
嵐

仁
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）
、

永
山
利
和（
元
日
本
大
学
教
授
）

の
3
氏
が
、
「
東
京
で
の
市
民

と
野
党
の
共
闘
」
と
「
憲
法
・

平
和
・
く
ら
し
が
生
か
さ
れ
る

都
政
」
の
実
現
の
た
め
の
呼
び

か
け
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

浜
矩
子
さ
ん
は
、
安
倍
政
権

の
「
ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
都
政

は
無
縁
で
な
い
と
厳
し
く
批
判

す
る
と
と
も
に
、
東
京
都
政
を

考
え
る
う
え
で
の
3
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
「
愛
」
「
目
」

「
手
」の
3
つ
の
言
葉
を
紹
介
。

「
東
京
に
愛
を
取
り
も
ど
す
」

こ
と
、
「
人
の
痛
み
を
わ
が
痛

み
と
受
け
止
め
涙
を
流
す
こ
と

が
で
き
る
目
」
「
窮
地
か
ら
痛

め
る
人
を
救
い
だ
す
た
め
に
さ

し
伸
べ
る
手
」
が
必
要
と
し
た

う
え
で
、
現
在
の
小
池
都
政
に

は
こ
の
姿
勢
が
欠
け
て
い
る
と

厳
し
く
批
判
。
市
民
と
野
党
の

共
闘
で
の
都
政
の
転
換
を
訴
え

ま
し
た
。

五
十
嵐
仁
さ
ん
は
、
ご
自
身

の
体
験
も
ふ
ま
え
、
過
去
の
国

政
選
挙
や
先
の
参
院
選
で
の
一

人
区
岩
手
、
埼
玉
県
知
事
選
で

の
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
候
補

の
勝
利
や
勝
利
に
は
至
ら
な
か

っ
た
も
の
僅
差
に
迫
っ
た
立
川

市
長
選
で
実
証
さ
れ
た
「
市
民

と
野
党
の
共
闘
」
が
勝
利
の
方

程
式
だ
と
述
べ
、
都
知
事
選
で

も
こ
の
流
れ
を
引
き
継
ぎ
、
正

し
い
方
程
式
の
答
え
を
出
そ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

永
山
利
和
さ
ん
は
、
小
池
都

知
事
は
前
回
都
知
事
選
挙
で
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
見
直
し
と

築
地
市
場
存
続
の
都
民
と
の
約

束
に
つ
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
組
織
委
員
会
や
政
府
が
考

え
て
い
た
と
お
り
に
巨
額
の
お

金
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
、

都
民
が
求
め
て
い
る
生
活
の
安

定
と
か
営
業
を
守
る
た
め
の
こ

と
に
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
な
ど
を

告
発
。
都
民
に
よ
る
都
民
の
た

め
の
都
政
を
つ
く
る
努
力
を
訴

え
ま
し
た
。

９
月
１８
日
夜
、
都
内
の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
「
都
政
を

考
え
る
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
、
東
京
に
お
け
る
市
民
と
野
党
の

共
闘
の
前
進
と
都
政
の
転
換
を
求
め
る
各
界
、
地
域
の
代
表
、

都
民
ら
１
８
０
名
が
つ
ど
い
、
都
政
転
換
を
め
ざ
す
共
同
の
た

た
か
い
の
第
一
歩
を
ふ
み
だ
し
ま
し
た
。都政を考える夕べで発言をする呼びかけ各氏

＝2019．9．18・千代田区四谷

呼
び
か
け
人
の
発
言
と
響
き

合
い
、
参
加
者
か
ら
の
発
言
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。

●
都
内
各
地
で
市
民
連
合
と
野

党
の
共
闘
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
流
れ
が
ひ
と
つ
に
な

れ
ば
都
政
は
変
え
ら
れ
る

●
本
日
の
夕
べ
は
グ
ッ
ド
タ
イ

ミ
ン
グ
。
町
田
市
民
連
合
は
本

日
、
野
党
に
連
合
政
権
を
申
し

入
れ
を
お
こ
な
っ
た

●
安
倍
政
権
が
戦
争
法
強
行
し

て
か
ら
4
年
。
ア
ベ
9
条
改
憲

・
暴
走
政
治
Ｎ
Ｏ
の
市
民
の
た

た
か
い
が
大
き
く
広
が
っ
て
い

る●
在
日
朝
鮮
人
へ
の
ヘ
イ
ト
は

許
せ
な
い
。人
権
を
守
り
、大
切

に
す
る
社
会
、
東
京
、
都
政
を

●
革
新
都
政
は
障
害
者
と
対
話

し
て
、
政
策
を
つ
く
り
実
現
し

た
。
都
民
と
対
話
す
る
都
政
を

●
東
京
か
ら
政
治
を
変
え
よ
う

●
若
い
人
が
参
加
し
て
い
く
運

動
へ
の
努
力
を

賛
同
者
、呼
び
か
け
人
を

ひ
ろ
げ
、次
の
ス
テ
ッ
プ
を

�
夕
べ
�
の
最
後
に
よ
び
か

け
事
務
局
の
中
山
伸
氏
は
、「
本

日
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
呼
び
か

け
に
応
え
て
、
多
く
の
ご
発
言

を
い
た
だ
き
、
本
日
の
眼
目
で

あ
る
�
市
民
と
野
党
の
共
闘
�

を
東
京
で
実
現
し
、
�
憲
法
・

平
和
・
く
ら
し
が
生
か
さ
れ
る

都
政
�
へ
の
転
換
を
め
ざ
す
た

た
か
い
の
歩
み
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
参
加
者
の
み
な
さ

ん
の
総
意
と
し
て
確
認
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
提
案
で
す
が
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
さ
ら

に
大
規
模
の
�
夕
べ
�
を
開
催

し
、フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で
の�
市

民
と
野
党
の
共
闘
�
を
も
う
一

歩
前
に
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
さ
ら
に
多

く
の
賛
同
の
方
、
よ
び
か
け
人

を
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
方
を

広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
様
々
な

分
野
や
地
域
で
�
夕
べ
�
が
開

か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

と
提
案
を
お
こ
な
い
、
参
加
者

は
提
案
を
大
き
な
拍
手
で
、
確

認
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
特
定
の
グ

ル
ー
プ
で
決
め
る
の
で
は
な

く
、
お
お
く
の
団
体
や
個
人
が

フ
ラ
ッ
ト
に
あ
つ
ま
り
、
賛
同

者
を
ひ
ろ
げ
て
い
く
こ
と
が
成

功
の
鍵
」
「
ま
わ
り
に
声
を
か

け
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
、
翌
日
に
は
憲
法
学
者
の

小
林
節
さ
ん
か
ら
賛
同
の
お
知

ら
せ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
9
月
に
な

る
と
小
池
都
知
事

に
対
し
て
「
あ
の

石
原
で
さ
え
や
っ

て
き
た
の
に
」
と

い
う
憤
り
の
声
が

高
く
あ
が
る
よ
う

に
な
っ
た
。
9
月

1
日
に
行
わ
れ
る
朝
鮮
人
犠
牲

者
追
悼
式
典
に
都
知
事
と
し
て

の
追
悼
文
を
出
さ
な
く
な
っ

た
。
か
ら
だ
▼
自
分
に
都
合
の

悪
い
歴
史
的
事
実
を
な
か
っ
た

こ
と
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
特

徴
の
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
修
正
主

義
」
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

都
知
事
と
し
て
の
小
池
氏
の
場

合
、
朝
鮮
人
虐
殺
と
い
う
歴
史

的
事
実
を
な
き
も
の
に
し
よ
う

と
い
う
の
は
二
重
の
意
味
で
許

し
が
た
い
▼
ひ
と
つ
は
東
京
の

大
災
害
の
時
に
ひ
き
起
さ
れ
た

朝
鮮
人
虐
殺
と
い
う
歴
史
的
事

実
か
ら
深
く
教
訓
を
汲
み
と
る

と
い
う
こ
と
は
都
政
の
今
日
的

な
重
要
課
題
だ
か
ら
だ
。
震
災

か
ら
70
年
以
上
も
経
っ
た
平
成

20
年
に
中
央
防
災
会
議
災
害
教

訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査

会
が
く
わ
し
い
報
告
書
を
ま
と

め
た
の
は
そ
の
た
め
で
は
な
い

か
▼
も
う
ひ
と
つ
は
今
年
の
追

悼
式
典
の
主
催
団
体
が
、
く
ち

ぐ
ち
に
強
調
し
て
い
た
こ
と
だ

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
招
致
し

て
主
催
す
る
責
任
者
が
、
こ
ん

な
人
種
差
別
的
意
識
の
ま
ま
で

い
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。

差
別
を
禁
ず
る
五
輪
憲
章
に
真

向
か
ら
反
す
る
の
で
は
な
い
か

▼
今
年
の
追
悼
式
典
で
は
元
自

民
党
総
裁
河
野
洋
平
氏
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
読
ま
れ
た
。
「
歴
史

の
教
訓
か
ら
深
く
学
ぼ
う
」と
。

小
池
氏
は
歴
史
に
背
を
む
け
つ

づ
け
る
の
か
。

（
木
）
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フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で
の

と
り
く
み
を
交
流

憲
法
・
平
和
・
く
ら
し
が
生
か
さ
れ
る

都
政
へ
転
換
を
提
唱

東京で 市民と野党の共闘 を東京で�市民と野党の共闘�を
浜矩子さんなど
3氏の呼びかけで
浜矩子さんなど
3氏の呼びかけで
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参
院
選
で
民
意
が
示
し
た
改

憲
勢
力
3
分
の
2
Ｎ
Ｏ
！
消
費

増
税
10
％
Ｎ
Ｏ
！
の
新
た
な
う

ね
り
が
広
が
る
下
で
、
都
議
会

第
3
回
定
例
会
（
9
月
3
日
〜

18
日
）
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

都
民
の
く
ら
し
、
営
業
は
厳

し
さ
が
増
し
、
切
実
な
都
民
要

求
が
あ
ふ
れ
、
国
保
の
大
幅
値

上
げ
に
悲
鳴
が
上
が
り
、
一
方

で
東
京
五
輪
2
0
2
0
ま
で
あ

と
1
年
、
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。
都
知
事
選
も
1
年
後
に

迫
り
、
都
は
長
期
戦
略
の
策
定

を
進
め
て
い
ま

す
。第

3
回
定
例

会
で
都
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
大

切
に
さ
れ
る
都

政
を
め
ざ
す
論

戦
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の

3
年
間
、
都
知

事
選
で
都
民
に

約
束
し
た
公
約

を
ど
う
実
行
し

た
の
か
、
そ
の

検
証
も
厳
し
く

求
め
ら
れ
ま
し

た
。

関東大震災メモリアルシンポで講演する
平田氏＝2019．8．26・中野区

9
月
1
日
の
防
災
の
日
を
前

に
、
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
、

東
京
災
害
対
策
連
絡
会
は
8
月

26
日
、
2
0
1
9
関
東
大
震
災

メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
震
学
の
到
達
点
と
巨
大
地

震
へ
の
備
え
」
を
開
き
、
東
京

大
学
地
震
研
究
所
の
地
震
予
知

セ
ン
タ
ー
長
の
平
田
直
（
な
お

し
）
教
授
が
講
演
。
巨
大
地
震

と
そ
れ
に
よ
っ
て
お
こ
る
震
災

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
対
策
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
革
新
都

政
を
つ
く
る
会
の
今
井
晃
代
表

世
話
人
が
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
、
「
最
新
の
知
識
と
地
震
学

の
到
達
を
学
び
、
合
理
的
な
備

え
を
国
や
東
京
都
に
さ
せ
る
一

環
に
し
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

講
演
で
、
近
年
の
地
震
災
害

を
説
明
し
な
が
ら
、
自
然
現
象

で
あ
る
地
震
の
制
御
・
正
確
な

予
知
は
困
難
だ
が
、
地
震
で
発

生
す
る
社
会
・
経
済
現
象
と
し

て
の
震
災
に
は
対
策
が
可
能
。

地
震
の
危
険
性
を
把
握
し
、
災

害
を
軽
減
す
る
た
め
に
「
防
災

リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
必
要
性
が
語

ら
れ
、
自
分
の
住
む
地
域
の
自

然
、
社
会
、
災
害
を
理
解
す
る

こ
と
や
、
他
の
地
域
の
と
り
く

み
を
、
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
を
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。

平
田
氏
は
「
地
震
は
不
意
打

ち
、
社
会
全
体
で
備
え
る
こ
と

が
必
要
」
と
し
、
「
災
害
を
軽

減
す
る
た
め
に
は
、
事
前
対
策

が
基
本
。
で
き
る
こ
と
か
ら
す

る
」
こ
と
を
強
調
。
住
宅
の
耐

震
化
率
や
家
具
転
倒
・
落
下
防

止
対
策
を
1
0
0
％
実
施
す
れ

ば
、
建
物
被
害
に
よ
る
死
者
8

割
、
感
震
プ
レ
ー
カ
ー
の
1
0

0
％
設
置
で
火
災
に
よ
る
死
者

を
3
％
に
減
ら
せ
る
と
の
試
算

を
紹
介
。
さ
ら
に
ど
う
や
っ
て

被
害
を
減
ら
す
か
は
課
題
だ
と

し
ま
し
た
。

最
後
に
中
山
俊
雄
・
東
京
災

対
連
代
表
世
話
人
が
閉
会
の
あ

い
さ
つ
を
し
、
今
回
の
講
演
を

生
か
し
防
災
に
備
え
ま
し
ょ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

都議会開会日早朝宣伝を行う革新都政の会
＝2019．9．3・東京都庁前

9
月
3
日
、
東
京
都
議
会
第

3
回
定
例
会
の
開
会
日
は
、
都

庁
に
は
都
民
要
求
の
実
現
を
求

め
る
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
早

朝
宣
伝
を
午
前
8
時
か
ら
都
庁

第
1
庁
舎
北
側
通
り
で
展
開
。

都
民
誰
も
が
大
切
に
さ
れ
る

東
京
へ
―
く
ら
し
、
教
育
、
営

業
に
希
望
が
持
て
る
都
政
を
！

出
勤
の
都
庁
職
員
や
都
民
に

「
会
」
の
機
関
紙
号
外
を
配
布

し
、
荻
原
淳
（
東
京
自
治
労
連

・
委
員
長
）、
今
井
晃（
東
京
民

医
連
・
事
務
局
長
）、
木
下
雅

英
（
都
教
組
・
委
員
長
）、
長

谷
川
清
（
東
商
連
・
副
会
長
）、

佐
久
間
千
絵
（
新
日
本
婦
人
の

会
東
京
都
本
部
・
会
長
）
の
各

代
表
世
話
人
と
原
の
り
子
・
日

本
共
産
党
都
議
会
議
員
が
都
民

の
く
ら
し
と
消
費
税
増
税
、
医

療
・
介
護
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、

青
年
、
教
育
現
場
等
の
実
態
と

都
政
の
課
題
に
つ

い
て
述
べ
、
共
同

し
て
実
現
し
よ
う

と
訴
え
ま
し
た
。

昼
は
、
都
民
要

求
全
都
連
絡
会
、

東
京
社
会
保
障
推

進
協
議
会
、
東
京

地
方
労
働
組
合
評

議
会
の
3
団
体
が

主
催
す
る
都
庁
前

行
動
を
展
開
。
2

2
0
人
が
参
加

し
、
「
消
費
税
10

％
増
税
は
断
じ
て

認
め
ら
れ
な
い
」

「
公
害
患
者
へ
の
医
療
費
負
担

軽
減
を
」
「
保
育
所
と
特
養
ホ

ー
ム
を
増
や
せ
」
「
公
契
約
条

例
を
制
定
し
ろ
」
「
卸
売
市
場

を
守
れ
」
な
ど
切
実
な
願
い
を

あ
げ
る
と
と
も
に
、
小
池
都
知

事
に
あ
て
て
44
項
目
の
個
人
請

願
を
提
出
し
ま
し
た
。

都議会開会日、要求プラカード掲げ、シュプレヒ
コールをあげる参加者＝2019．9．3・東京都庁前

個人請願
2019年9月3日

東京都知事 小池百合子殿

日本国憲法に基づき、これを尊重する都政運営をすすめて下さい。福祉、医療、保
健、教育、雇用、中小企業対策を充実し住民のくらしと福祉を守る、地方自治体本
来の役割を果たしてください。

【要請事項】
〈1〉東京都に対する要請事項
1．都民のいのちと財産を守ることを第一とした防災政策を策定すること。国際基
準にもとづく避難所の指針をつくること。

2．東日本大震災や東電福島第一原発事故の被災者・避難者と被災地への支援を強
めること。

3．集合住宅や個人住宅などの無料耐震診断を制度化し、耐震補強工事等への助成
を行うこと。

4．「脱原発都市宣言」をおこなうこと。「東京都環境基本計画」にある再生可能エ
ネルギーによる電力利用割合の拡大を達成するよう、再生可能エネルギーの導入
を急速かつ強力に推進すること。

5．都立病院の直営を堅持し、増設・増床すること。
6．70歳から75歳未満の人の窓口2割負担に対し、東京都として負担を軽減するこ
と。

7．東京都の責任で国民健康保険料（税）を引き下げること。子ども医療費助成制
度を拡充し、子どもの国民健康保険料（税）を軽減する制度を創設すること。

8．国民健康保険料（税）や地方税の滞納処分に際して、無益な差押えをはじめと
する違法な差し押さえが行われている。「差押えの禁止基準」を厳格に守るよう
自治体を指導すること。

9．介護労働者の確保のため、介護事業所への人件費等補助を行うこと。介護保険
料軽減のために、財政措置すること。

10．障害者医療費助成制度や心身障害者福祉手当の対象を拡大し、手当を増額する
こと。障害を限定することなく障害者雇用を促進すること。

11．自立支援法に基づく障害者サービスの利用者が65歳に達した際に、介護保険利
用を強制させないようにすること。

12．都営住宅を新規建設し募集拡大すること。使用承継を従前のものへ戻すこと。
単身者の年齢制限を撤廃すること。

13．シルバーパスを利用できる交通機関と区域を増やすこと。低中所得者が利用し
やすいよう、費用軽減など改善を進めること。

14．生活保護の口頭申請を受け付け、要否判定の資料提出を強要しないよう、関係
機関に周知徹底すること。

15．認可保育所の新設・増改築を補助するために東京都独自の制度を新設し、保育
所の待機児童解消をはかること。

16．医療・福祉・保育の職場が職員を十分に確保できるように、また職員が長く働
き続けられるよう、必要な施策を早急に実施すること。

17．「35人学級」を一日も早く全学年に広げること。
18．小中学校給食無償化を実現するために、都として区市町村へ給食費、食材費等
の補助を行うこと。

19．「日の丸」「君が代」の子どもと教職員への強制はやめること。
20．特別支援学校の教室不足を一刻も早く解消するために、学校を新設すること。
21．都立高校の防災訓練に、自衛隊を利用しないこと。地域住民との連携を中心と
した防災訓練とすること。

22．学校エアコン設置の補助率の引き上げを2019年度以降も適用すること。都立高
校においても、早期に全校の体育館と特別教室へのエアコン設置を進めること。

23．私立高校・私立大学に通学している家庭の負担を軽減するための助成制度を拡
充すること。

24．「中小企業予算」を大幅増額すること。中小零細企業が利用しやすい融資を創設
し、保証料補助枠を拡大すること。

25．正規雇用を拡充し、安定して働き続けられる雇用環境を整えるよう必要な施策
を実施すること。職業訓練校を拡充すること。

26．横田基地の返還を求め、住民が平穏な環境で安心して暮らせるように必要な施
策を実施すること。

27．豊洲市場の安全性について、全面的な調査・検証をおこない、全て公表するこ
と。築地での中央卸売市場の再整備をすすめること。業者への補償をただちに行
うこと。

28．2020年東京オリンピック経費を縮減し、都民の負担を増やさないこと。晴海選
手村土地投げ売りを是正すること。

29．多数の地権者が明確に反対している特定整備路線については、強権的な手法を
とらず、計画を見直すこと。

30．東京都迷惑防止条例の「つきまとい規制」のなかで、憲法違反の箇所は廃止す
ること。廃止するまでは、表現の自由などを侵害することのないよう厳格に運用
すること。

31．水道事業の直営を堅持すること。

〈2〉東京都から関係機関に要請してほしい事項
1．ぜん息医療費の患者負担をなくすため、国と自動車メーカーに資金拠出を強く
求めること。

2．年金引き下げ中止、最低保障年金制度の創設、年金支給開始年齢引上げの中止
を国に要望すること。

3．後期高齢者医療保険料の特例軽減を継続するよう、国に働きかけること。
4．2019年10月に消費税を10%に増税することを中止するよう、国に要請すること。
5．生活保護制度のさらなる改悪をおこなわないよう、厚生労働大臣に要請するこ
と。

6．障害者制度改革に向けて「基本合意」を遵守し、「骨格提言」に基づく「障害
者総合福祉法」の制定をはかるよう、国に要望すること。

7．横田基地へのCV22オスプレイ配備を撤回するよう、日米両国に強く働きかけ
ること。

8．「集団的自衛権」行使を具体化する安全保障関連法（戦争法）、共謀罪を廃止す
るよう、国に働きかけること。

9．日米地位協定の改定を、日米両国に働きかけること。
10．原発再稼働の中止を国に強く要請すること。
11．国の責任で、国民健康保険の子ども均等割を引き下げるよう働きかけすること。
12．国民健康保険料（税）を少なくとも協会けんぽ並みに負担軽減するよう国費負
担を大幅に引き上げるよう、国に働きかけること。

13．羽田空港新ルート計画を撤回するよう、国に働きかけること。
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